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プロローグ　美術界巨星の死
第一章　誕生から大学卒業まで 1863～80
生い立ち／東大時代

第二章　西欧文化の受容 1869～87
覚三にとって西洋文化とは何であったか／第一回欧州視察旅行

第三章　教育者として 1889～1907
東京美術学校時代／岡倉覚三と美術院四天王／彫刻科卒業生
の見た師天心／外国人の弟子たち

第四章　万国博覧会 1890～1904
明治国家と万国博覧会／シカゴ・コロンブス記念万国博覧会
／パリ万国博覧会／セントルイスでの講演

第五章　インド 1901～3, 1912
第一回インド訪問／岡倉覚三とベンガル・ルネッサンス

第六章　中国 1893～94, 1906～7, 1911
第一回中国旅行／第二回中国旅行／第三回中国旅行―シベリ
ア経由満州へ／第四回中国旅行―辛亥革命直後の中国旅行／
北京と覚三

第七章　日露戦争前後 1904～6
文化大使・先導者としての覚三／『日本の目覚め』刊行の経
緯／フェンウェイ・コートでの日々

第八章　 『茶の本』1906
『茶の本』の刊行／『茶の本』への国際的反響／『茶の本』
の読み方、読まれ方

第九章　人間覚三の一端 1863～1913
家庭における覚三／岡倉覚三の趣味

エピローグ　東と西は岡倉によって遭った
あとがき／参考文献／人名索引
【著者プロフィール】（おかくら たかし）1945年生まれ。
明治大学卒業、大東文化大学名誉教授。専門は、西洋政
治史、アフリカ史、ヨーロッパ・アフリカ関係史。岡倉天
心は曾祖父にあたる。最近の著書に、『アフリカの植民地
化と抵抗運動』（山川出版社、2010）、『世界史の中の日本 岡
倉天心とその時代』（明石書店、2006 行と想思 心天倉岡『、）
動』（共著、吉川弘文館、2013) など、著書多数。
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